
みなさま、こんにちは。ネットプロテクションズホールディングス・CEO柴田でご
ざいます。
2025年３月期 第３四半期の決算説明をはじめさせていただきます。



アジェンダはご覧のとおりとなります。

最初に業績ハイライトについて説明させていただき、その後、事業別の詳細につい
てご説明差し上げます。
最後に、経営TOPICSについてお話しさせていただきます。



全社業績ハイライトはCFOの渡邉からご説明差し上げます。



上期に続き第３四半期の業績も順調に進捗し、累計の営業利益は17.7億円となりまし
た。昨年11月にお示しした営業利益の通期予想は17億円でしたので、それを前倒し
で達成する結果となりました。

サービス別に見ますと、

atoneのGMVは第３四半期単独で60％近くの成長率を示し、累計でも47%の成長とな
りました。
第3四半期には、会員登録不要のつど後払いの利用促進や、キャッシュバックキャン
ペーンなどの施策を行いましたが、これらの結果がGMVの成長にしっかり現れてお
ります。

NP後払いは、キャッシュカウのビジネスとして、売上総利益を重要指標に据えてお
りますが、前年同期比37%増の結果となっております。
今期を通じて未払い率を低位でコントロール出来ており、第２四半期から開始した
延滞事務手数料の徴収も順調に推移しています。

NP掛け払いのGMVは第３四半期単独で35%増の666億円となりました。
広告・食品卸・建設などの既存加盟店取扱高が伸長したことに加え、大型の新規店
稼働による効果もありました。



こちらが第３四半期累計の業績サマリーとなります。

通期業績予想に対してGMV、営業収益は想定通りの進捗率を示しております。
今期を通じて原価を抑制し、販管費を圧縮した結果、累計の営業利益が17.7億円とな
りました。



第3四半期の業績は上期に続いて好調であり、第４四半期においてはマーケティング
関連の投資を積み増した上でしっかりと黒字を確保できる見込みであるため、通期
業績を上方修正いたします。

GMV・営業収益については、概ね計画通りに着地すると見込んでいます。
一方で、第３四半期において、与信リスクを期待を超える水準でコントロールでき、
販管費も圧縮できたことにより、通期見通しの各段階利益を上方修正し、通期の営
業利益見通しを20億円としております。



当社の取扱高は、例年、年末商戦を含む第３四半期が1年のうちで最も大きくなりま
す。今期もこの傾向が見られました。

また、上期決算発表時に、下期のマーケティングに追加で３億円投資を行うと発表
しましたが、第３四半期においては、その準備・検討に主に時間をかけたため、投
資額は限定的です。
第４四半期では、投資をしっかり行っていく予定です。

これらの影響を考慮すると、第４四半期の営業利益は第３四半期に比べて小さくな
ることが見込まれるため、通期営業利益の見通しの上方修正は、20億円に留めてお
ります。



下期におけるマーケティング関連の追加投資施策の進捗と第４四半期の予定につい
てご説明します。

３億円の投資枠のうち、第３四半期には84百万円のみ消化しております。
第３四半期においては、投資効果を最大化することを目的とし、加盟店やパートナ
ー等との連携を入念に行うことに注力しましたが、第４四半期においては、投資枠
の残りの金額を効果的に投下していく方針です。
特に、atoneにつきましては、複数の大型加盟店でキャンペーンを実施予定しており、
期待しております。

なお、多くの施策において、GMV成長効果が発現するのに一定の期間が必要ですが、
2027年３月期以降のGMV成長効果については、スライド右側でお示ししている追加
的効果の期待値に変更はありません。



続いて、決算の概況をご説明差し上げます。



全社のGMVの推移はご覧の通りです。

BtoCのatoneは前年同期比59％、BtoBのNP掛け払いは同35%の成長率を達成してい
ます。
これら２サービスが成長ドライバーとなり、第３四半期単独の全社GMVは、前年同
期比で16%増加しました。



GMV加算額の内訳となります。

atoneは、第３四半期においては既存店における利用拡大の施策を重点的に行った結
果が現れました。
累計でみると大型新規店の寄与や既存店の取引拡大などの影響で、90億円のGMV積
み上げとなりました。

BtoBのNP掛け払いは、第３四半期においては、大型の新規店稼働がありました。
累計でみると、広告・食品卸・建設などの既存加盟店における取引増加の寄与が大
きく、400億円を超える積み上げとなりました。



全社の営業収益と売上総利益です。

営業収益は計画どおりの進捗ですが、
売上総利益につきましては与信コントロールにより大きくジャンプアップしていま
す。過去２年と比べても、しっかり利益が出せる体質になっていることが、お分か
り頂けるかと思います。



このページから、各サービスにおける主要指標についてご説明いたします。

atoneは第３四半期のGMVが59％増と大きく成長しました。
つど後払いの利用促進やキャッシュバックを中心としたキャンペーンなど、既存店
における施策が功を奏し、GMVが増加しました。

未払い率改善の効果もあり、売上総利益も大きく成長しております。

atoneの戦略として、これまでは主に新規の加盟店獲得を進めてまいりましたが、今
後はそれに加えてユーザーの拡大にも注力してまいります。
それに伴いユーザー向けキャンペーンへの投資をこの四半期以降、継続的に行って
いく予定です。

この方針を踏まえ、営業収益や売上総利益の数値に加えて、それらにキャンペーン
実施に伴う減額分を補正した数値も表示しております。



NP後払いは一部の既存店における取扱高増加の影響などが寄与し、GMVは安定的に
成長しています。
売上総利益は、前年同期比で+32％の成長を示しております。

上期に続き未払い率を低水準でコントロールできており、延滞事務手数料の徴収も
順調に推移いたしました。



BtoBのNP掛け払いは、GMVが+35％と高成長を示しました。
既存店の伸びに加え、大型の新規店稼働もGMV成長に貢献しました。
未払い率も低位でコントロールすることができ、売上総利益は34%伸長しております。



販管費およびGMV対比の販管費率の推移です。

当社は、GMVに対する販管費の比率を重視してきており、第３四半期には1.2%台に
到達しました。
第３四半期がGMVが1年のうちで一番大きくなるという季節要因も影響し、非常に低
い比率になっております。

今後も対GMV比率を低位にコントロールする方針に変わりはありませんが、
それと同時に、将来の成長に向けて必要な投資については、利益を確保する前提で
適切に行っていきたいと考えております。



第３四半期の販売管理費の額は、22.2億円となりました。

テック＆ディベロップメントの費用は、第２四半期までに比べて若干増加しており
ます。これは、システム開発関連の人員増強や投資の積み増しによるものです。



項目別のGMV対比の販管費率です。

いずれも低下しており、オペレーティング・レバレッジが効く構造になっています。

テック＆ディベロップメントの費用については、金額は前四半期までに比べて増加
しているものの、GMVに対する比率は減少しており規律ある投資を続けております。



経営TOPICSはわたくし柴田から説明差し上げます。



BtoCのatoneは順調にGMVを拡大しております。
第３四半期においては、会員登録不要のつど後払いの利用促進や、キャッシュバッ
クキャンペーンの効果がしっかり現れております。

atone shopsは、atoneが使えるお店や実施中のキャンペーンをチェックできるポー
タルサイトです。PV数とUU数は順調に増加しており、加盟店へのユーザー送客も
徐々に拡大しています。

最後に、atoneプラスの運用テストの状況についてお知らせします。
atoneプラスは、分割払いも可能となるサービスとして本格リリースに向けた準備を
続けております。
これまでのテスト状況を見ながら、当社・ユーザー・加盟店すべてにとって最適な
商品設計を検討しております。



BtoBのNP掛け払いも、GMVが順調に増加しております。
当社では、大きなトレンドとして経済環境の変化が追い風になっていると考えてい
ます。

労働力人口が減少を続け、労働環境が変化する中で、多くの企業で人材確保はより
一層困難になると思われます。
請求関連業務をまるごとアウトソースするというニーズは、今後も高まり続けると
想定しています。

また、コロナ禍を経て経済環境が大きく変わったことを受け、商取引における与信
リスクの管理が多くの企業に取って難しい問題となっています。
この観点でも、与信コントロールに優れた当社のサービスを活用するメリットは大
きくなっているのではないかと思います。



こちらのスライドで、NP掛け払いを利用いただいている加盟店企業の一部をご紹介
いたします。

小口の与信・請求業務が大量に発生する事業者を中心に、利用が拡大しています。
先に述べた経済環境の変化を受けて、大手企業による利用も増えてきております。



続いて、NP掛け払いの成長戦略についてお話しさせていただきます。

年間流通総額は今期2,000億円を大きく超える見通しで、買い手企業数は、約70万社
になっております。

当社はこれらの企業に対して既に接点がありますし、これまで蓄積した取引実績デ
ータを保有しています。
広いネットワークと膨大なデータ資産を活用し、新規サービスを連続的にリリース
してきております。

前年度第２四半期に請求書カード払い、今年度の第３四半期にNPハンディレンディ
ング、および支払い期限延長のサービスを開始いたしました。
サービス開始からまだ日が浅いですが、買い手企業からの反応は想定通り良好です。
当面は、リスク管理に十分注意しながら、それぞれのサービスを徐々に拡大する方
針です。



最後は、株主優待のご案内となります。
内容としては、本年３月末時点で１単元以上を保有する株主のみなさまに、当社の
決済で使えるNPポイントを進呈するものとなります。
本優待を通して、株主のみなさまにぜひatoneサービスを体験いただきたいと考えて
います。



atoneは専門店から総合スーパーまで幅広いショップで使えますが、
ＮＰポイントはこれらのショップでのお買い物で値引き等に活用いただけます。
優待を通じて、ショッピングでatoneを利用し、楽しんで頂ければ幸いです。

以上、第３四半期の決算発表となります。ご清聴ありがとうございました。






